



































。天平 9 年には同じ皇后宮職下に「経師所」という写経機構もあり，これと写経所の 2 つが天
山下有美








平 10 年 3 月ごろ，「写経司」として整備される。さらに天平 11 年には，写経司の下に，五月一日
経を専門に写経する「東院写一切経所」が設置されるが，天平 12 年（740）4 月に書写が中断され，




寿寺写経所」で一切経写経事業は継続された。天平 14 年 5 月ごろ，福寿寺が金光明寺に吸収され
たのにともない，「福寿寺写経所」も「金光明寺写経所」となった。金光明寺とは大和国国分寺で
あり，その造営機構は皇后宮職と密接な関係を持ち続ける。
　天平 17 年，大仏を金光明寺内に造立することが決定した。さらに天平 19 年冬には，金光明寺は
東大寺と寺名を変え，それによって，「金光明寺写経所」も「東大寺写経所」となった。少し遅れ




















































































区 分 作 業 文書・帳簿 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ
（1）生産管理 造紙（継打界） 充装潢帳 ◯ ◯ ◯ ◯
書写 充本張 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
充紙筆墨張 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
筆・墨手実 ◯
校正 校張 ◯ ◯ ◯ ◯
装丁（端切・着軸） 充装潢帳 ◯ ◯ ◯ ◯
点検 勘定帳・検定張 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
（2）労務管理 作業量把握 手実 ◯ ◯ ◯ ◯
労働時間 上日張（年ごと） ◯
上日解（案） ◯ ◯ ◯ △ △
休暇 請暇不参解 ◯ ◯
報酬 布施申請解（案） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
雇用 召喚状 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
貢進文 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
その他 月借銭解 ◯
（3）財務管理 予算 用度申請解（案） ◯ ◯ ◯ △ ◯ △
決算 月残報告（解案） ◯ ◯ ◯ △ ◯ △
雑物の調達・運用 雑物の申請解（案） ◯ ◯ ◯ △ ◯ △
（紙・筆・墨・浄衣他） 雑物充当の符 ◯ △
雑物納張 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
雑物用張 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
銭の調達・運用 銭の申請解（案） △ ◯ △
銭納張 ◯ ◯ ◯
銭用張 ◯ ◯ ◯
食物の調達・運用 食物の申請解（案） ◯ △ ◯ △
食物納張 ◯ ◯ ◯
食物用張 ◯ ◯ ◯
日毎食口案（張） ◯
食口解（案） ◯ ◯
経典（本経・新写） 経典納返張・櫃記 ◯ ◯ ◯
　の出納 奉請状 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
（4）情報管理 事業報告 告朔解（案） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
写経報告（解案）
行事手実 ◯
事務連絡 指示や消息の書状 ◯ ◯
文書発信記録 解移牒案 ◯ （◯） ◯
表 1　写経所文書の種類とその変遷（出典：拙著『正倉院文書と写経所の研究』370 頁）
●　 △は解移牒案で確認できるもの。
●　 Ⅰ＝皇后宮職写経司　天平 10～12 年，Ⅱ＝金光明寺写経所　天平 14～19 年，Ⅲ＝東大寺写経所〈1〉
天平 20～勝宝期，Ⅳ＝東大寺写経所〈2〉　宝字年間，Ⅴ＝東大寺写経所〈3〉　天平神護～神護景雲 3 年，

































日数は，「上日」（午前）・「夕」（午後）とも 29 日・30 日で，1 ヶ月のうちほとんど休みをとってい
ない。過酷ともいえる勤務実態の所産が写経所文書であるといっても過言ではない。
　ここにあげた史料は，天平 19 年（747）ごろの史料で，「公文第五櫃」（『大日本古文書（編年）』





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































4 年 4 月 9 日の大仏開眼会と，それに続く安居では，五月一日経が転読講説のテキストとして東大


























経所とは一線を画すことを明確に意識した呼称である。史料上は天平 18 年（746）～天平勝宝 4 年
（752）に見られる。五月一日経の写経事業上の画期でみると，あらゆる仏典の集大成として写経す


























































（ 5 ）――皆川氏は約 7000 巻とするが，私はもう少し少
ない 6500 巻ぐらいと推定した。
（ 6 ）――間写については，薗田香融「南都仏教におけ 
る救済の論理（序説）─間写経の研究─」（『日本宗教史








































（2014 年 1 月 7 日受付，2014 年 5 月 26 日審査終了）
註
